
授業科目名 担当教員

開講年次･学期 必修/選択

開講形態 時間数/単位数

配属先への出席状況と学習態度，ならびに前半・後半の各配属期間終了後10日以内に提出する「講座等
配属レポート」（様式は各教員の指示による｡）により，配属先教員が評価する。

授業概要

配属期間

配属先決定の手順

成績評価の方法

講座等配属では，学生が小グループに分かれて各講座等で一定期間，研究の基本を学び，抄読会への出
席や研究への参加などを行い，また臨床系講座においては，臨床の現場を見学し体験する。これらを通じ
て，通常の授業や実習では得られない知識を習得し，また，現在学んでいる基礎医学的知識が臨床の場で
どのように必要となるかを実感することにより，より高度で多岐にわたる知的刺激を得て，自ら考えて学
習する習慣を身につけることを目的とする。

配属は9月から開始し，前半と後半からなり，原則として，基礎医学等と臨床医学等の二つの講座等で実
習の体験ができる。

前半　令和元年  9月25日（水）から10月28日（月）まで
後半　令和元年10月30日（水）から11月27日（水）まで
　　　（原則として，月・水・金曜日の午後）

　8月末以降，配属対象となる各講座から研究や配属時の指導内容等の説明が順次行われ，その後希望を
取った上で人数調整を行い，配属先を決定する。手順の詳細は改めて指示する。

講座等配属

３年後期

　-

医学部長　並河　徹
（他　各講座等教員）

必修

１２４時間


